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今月の主な内容

■大山崎町行財政改革プラン2011� Ｐ２
■みんなの頼れるリーダーになろう！�Ｐ６
■固定資産課税台帳などを縦覧・閲覧できます！� Ｐ８
■障害者自立支援法・児童福祉法の一部改正� Ｐ９
■コンビニで税金を納付できます！� Ｐ９
■事務事業外部評価を行いました� Ｐ10
■手話教室受講者の募集� Ｐ11
■人間ドックなどの費用を助成� Ｐ11
■わくわくクラブおおやまざき会員を募集� Ｐ12
■「ゆめほっぺ」からのお知らせ� Ｐ13

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

３
月
８
日
。
天
候
に
恵
ま
れ
暖
か
な
陽
気
と

な
っ
た
こ
の
日
、
大
山
崎
町
長
寿
会
連
合
会

の
主
催
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
桂
川
河
川
敷
公
園
に
は
、
愛

用
の
ク
ラ
ブ
を
手
に
総
勢
40
人
が
集
合
。
ベ

テ
ラ
ン
も
初
心
者
も
一
緒
に
な
っ
て
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
の
頂
上
に
カ
ッ
プ
が

置
か
れ
た
５
番
ホ
ー
ル
で
は
、
皆
さ
ん
傾
斜

の
き
つ
さ
に
大
苦
戦
。
５
打
、
６
打
と
叩
い

て
、
思
わ
ず
天
を
仰
ぐ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
す
る
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
印
象
的
な
初
春
の
一
日
で
し
た
。
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身
の
丈
に
あ
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

転
換

　
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
、
身
の
丈

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
シ
フ
ト
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
町
そ
の
も
の
が
存
続
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
行
っ
て
い
る
事
業
の
中
に
は
、
乙
訓

二
市
一
町
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
同
じ
事
業

も
あ
れ
ば
、
町
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る

事
業
、
二
市
は
実
施
し
て
い
る
が
町
で
は

実
施
し
て
い
な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
に
は
違
い
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
町
が
単
独
で
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
特
に
重
点
的
に
見
直
し
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
統
廃
合
、
広

域
化
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
な
る
検

討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
普
通
交
付
税
の
額
を
算
定

す
る
と
き
に
基
準
に
し
て
い
る
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
町

が
そ
の
基
準
額
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る

事
業
は
な
い
か
、
反
対
に
下
回
っ
て
い
る

事
業
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
を
正
し
く

把
握
、
分
析
し
明
ら
か
に
し
て
、
ど
の
事

業
を
見
直
し
て
い
く
の
か
検
討
を
進
め
る

の
も
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

旧
大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
︵
集
中

改
革
プ
ラ
ン
︶
の
目
標

　
平
成
18
年
段
階
で
、
平
成
21
年
度
末
ま

で
の
４
年
間
の
財
政
見
通
し
累
積
赤
字
額

が
約
19
億
４
千
万
円
の
見
込
み
だ
っ
た
た

め
、
改
善
目
標
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て

い
ま
し
た
。

○�

平
成
21
年
度
の
単
年
度
収
支
を
黒
字
に

転
換
さ
せ
る

○�

改
革
期
間
の
４
年
間
で
累
積
赤
字
額
を

約
15
億
５
千
万
円
減
ら
し
て
、
約
３
億

９
千
万
円
に
す
る

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
達
成
状
況

　
職
員
数
の
削
減
に
よ
る
総
職
員
数
と
人

件
費
総
額
の
削
減
実
績
は
次
ペ
ー
ジ
（
表

１
）
の
と
お
り
で
す
。

　
町
の
人
件
費
の
削
減
率
は
、
京
都
府
内

で
ト
ッ
プ
。
そ
れ
を
主
な
改
善
内
容
と
し

て
、
平
成
19
年
度
以
降
の
決
算
で
は
黒
字

を
達
成
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
職
員
数
の
実
績
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ

（
グ
ラ
フ
１
）
も
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

財
政
運
営
の
現
状
と
課
題

歳
入
と
歳
出
の
現
状

　
平
成
２
年
度
以
降
、
大
山
崎
町
は
20
年

以
上
に
わ
た
り
国
か
ら
普
通
交
付
税
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
で
、
税
収
不
足
を
補
て

ん
し
つ
つ
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
決
し
て
自
立
し
た
財
政
運
営
が
で

き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
職
員
数
を
大
幅
に

削
減
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

人
件
費
を
削
減
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
人

員
削
減
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
以
上
の

人
員
削
減
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の

の
後
退
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

収支（普通会計）� （億円）

平成₂₀年度 平成₂₁年度 平成₂₂年度
（決算）

平成₂₃年度
（決算見込） 平成₂₄年度 平成₂₅年度 平成₂₆年度 平成₂₇年度

歳入
（下表①＋②） ₄₉．₀₇ ₆₆．₅₂ ₅₇．₄₅ ₅₁．₉₅ ₄₇．₃₀ ₄₇．₄₂ ₄₅．₃₆ ₄₅．₄₁

歳出
（下表③＋④） ₄₈．₆₅ ₆₇．₀₁ ₅₆．₇₇ ₅₁．₇₁ ₄₈．₆₈ ₄₉．₀₁ ₄₇．₈₄ ₄₈．₀₂

単年度収支 ₀．₄₂ ▲�₀．₄₉ ₀．₆₈ ₀．₂₄ ▲�₁．₃₈ ▲�₁．₅₉ ▲�₂．₄₈ ▲ ₂．₆₁
実質収支
（累積） 1.34 0.85 1.54 1.77 0.39 ▲ 1.20 ▲ 3.69 ▲ 6.30

歳入� （億円）

平成₂₀年度 平成₂₁年度 平成₂₂年度
（決算）

平成₂₃年度
（決算見込） 平成₂₄年度 平成₂₅年度 平成₂₆年度 平成₂₇年度

町税 ₂₈．₈₈ ₂₆．₅₄ ₂₆．₂₃ ₂₅．₀₀ ₂₄．₈₀ ₂₄．₆₀ ₂₄．₄₀ ₂₄．₂₀
地方譲与税・
交付金等 ₂．₄₃ ₂．₃₆ ₂．₃₃ ₂．₃₃ ₂．₃₃ ₂．₃₃ ₂．₃₃ ₂．₃₃

地方交付税 ₂．₃₇ ₂．₂₈ ₄．₈₄ ₅．₁₀ ₄．₇₀ ₄．₇₀ ₄．₇₀ ₄．₇₀
使用料・手数料 ₁．₆₁ ₁．₆₈ ₁．₇₆ ₁．₇₅ ₁．₇₅ ₁．₇₅ ₁．₇₅ ₁．₇₅
国･府支出金 ₃．₈₆ ₄．₇₈ ₇．₃₁ ₅．₉₅ ₆．₁₆ ₆．₃₈ ₆．₆₁ ₆．₈₆
繰入金 ₀．₁₉ ₀．₂₆ ₀．₃₇ ₀．₁₀ ₀．₁₀ ₁．₂₀ ₀．₁₀ ₀．₁₀
地方債 ₃．₀₈ ₄．₄₁ ₅．₃₁ ₄．₃₀ ₄．₄₀ ₄．₄₀ ₄．₄₀ ₄．₄₀
その他 ₁．₁₆ ₃．₆₇ ₁．₄₄ ₂．₇₀ ₁．₀₆ ₁．₀₆ ₁．₀₆ ₁．₀₆
歳入合計

（通常分）　① 43.58 45.98 49.59 47.23 45.30 46.42 45.35 45.40

大規模事業など
の歳入　　② 5.49 20.54 7.86 4.72 2.00 1.00 0.01 0.01

歳出� （億円）

平成₂₀年度 平成₂₁年度 平成₂₂年度
（決算）

平成₂₃年度
（決算見込） 平成₂₄年度 平成₂₅年度 平成₂₆年度 平成₂₇年度

義
務
的
経
費

人件費 ₁₁．₇₈ ₁₁．₄₂ ₁₁．₈₃ ₁₂．₁₁ ₁₂．₀₈ ₁₂．₄₀ ₁₂．₃₉ ₁₂．₅₆
うち職員給与費 ₇．₈₅ ₇．₃₀ ₇．₆₀ ₇．₆₉ ₇．₇₀ ₇．₈₇ ₇．₉₄ ₈．₀₄
扶助費 ₄．₃₇ ₄．₉₄ ₇．₂₃ ₇．₅₉ ₇．₉₇ ₈．₃₇ ₈．₇₉ ₉．₂₃
公債費 ₄．₂₉ ₄．₄₂ ₄．₇₆ ₄．₉₂ ₅．₁₁ ₅．₄₁ ₅．₂₇ ₄．₇₉
小計 ₂₀．₄₄ ₂₀．₇₈ ₂₃．₈₂ ₂₄．₆₂ ₂₅．₁₆ ₂₆．₁₈ ₂₆．₄₅ ₂₆．₅₈

物件費 ₆．₆₅ ₇．₂₆ ₇．₆₄ ₇．₆₄ ₇．₆₄ ₇．₆₄ ₇．₆₄ ₇．₆₄
補助費等 ₇．₆₈ ₇．₆₁ ₇．₂₃ ₇．₅₃ ₇．₅₃ ₇．₄₃ ₇．₃₃ ₇．₂₄
繰出金 ₅．₄₅ ₅．₁₈ ₅．₀₄ ₅．₂₂ ₅．₂₅ ₅．₁₁ ₅．₁₆ ₅．₂₁

投資的経費 ₀．₉₁ ₀．₉₄ ₀．₃₀ ₀．₃₀ ₀．₃₀ ₀．₅₀ ₀．₅₀ ₀．₅₀
その他 ₀．₉₅ ₁．₇₉ ₂．₂₆ ₀．₇₅ ₀．₇₆ ₀．₇₅ ₀．₇₅ ₀．₇₅
歳出合計

（通常分）　③ 42.08 43.56 46.29 46.06 46.64 47.61 47.83 47.92

大規模事業など
の歳出　　④ 6.57 23.45 10.48 5.65 2.04 1.40 0.01 0.10

主な事業とし
て、中学校建
設、阪急大山
崎駅のバリア
フリー化、小
学校校舎の耐
震化などがあ
ります。

中学校 中学校 中学校

阪急大山崎駅 阪急大山崎駅

小学校 小学校 小学校

公社償還 公社償還 公社償還 公社償還

※この資料は平成23年９月時点での情報を元に作成しました

平成27年度末までの財政見通し（一般会計と駐車場会計を合わせた普通会計分について）

（グラフ１）　大山崎町の職員数 （
表
１
）　
職
員
数
の
削
減
に
よ
る
総
人
員
数
と

人
件
費
の
削
減
実
績

平
成
₁₇
年
度

平
成
₂₂
年
度

総職員数
（人）

179

141

₃₈
人
、

₂₁
･
₂
％

の
減

人件費
総額

約
₁₅
・
₁₀
億
円
約
₁₁
・
₈₃
億
円

３
・
₂₇
億
円
、

₂₁
･
7
％

の
減

１
．
行
財
政
改
革
の
現
状

　
　
　
　
　
特
集　
「
天
王
山・淀
川　
歴
史
と
文
化　
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
大
山
崎
」の
構
築
に
向
け
て

大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
2
0
1
1

　
町
で
は
長
年
に
わ
た
り
事
務
事
業
の
総
点
検
を
は
じ
め
、
職
員
数
の
削
減

や
給
与
の
見
直
し
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
平
成
19
年
度
～
平
成

22
年
度
の
間
で
黒
字
決
算
に
す
る
な
ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
21
年
度
、
平
成
22
年
度
は
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
庁
舎

用
地
取
得
費
の
支
払
計
画
を
繰
り
延
べ
た
う
え
で
の
決
算
で
あ
り
、
実
際
は

歳
入
、
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
以�

降
の
一
般
会
計
予
算
の
収
支
に
お
い
て
は
、
現
在
と
同
じ

規
模
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
に
は
財
源
が
足
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
克
服
し
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
累
積
赤
字
見

込
み
額
を
解
消
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、
健
全
な
収
支
バ
ラ

ン
ス
が
保
て
る
財
政
運
営
へ
変
わ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
本
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
進
め
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
プ
ラ
ン
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
原
文
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、各
公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
配
布
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

問
＝
役
場
代
表
　
☎
９
５
６
︱
２
１
０
１

　
　
プ
ラ
ン
全
般
：
総
務
課
自
治
政
策
係
（
内
３
８
０
）

　
　
財
政
関
係
：
税
財
政
課
財
政
管
財
係
（
内
３
７
１
）

　
　
人
事
関
係
：
総
務
課
総
務
係
　
　
　
（
内
３
２
０
）

0

100

200

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

179 172 163 153 144 141

（人）

121121136136124124
133133

144144
153153158158

137137 133133
124124 115115 107107 106106
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２
．
行
財
政
改
革
の
基
本
方
針

３
．
行
財
政
改
革
の
進
め
方

基
本
理
念
と
方
針

　
本
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
―
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
運
営

の
確
立
と
推
進
を
図
る
た
め
、「
住
民
目

線
の
行
政
改
革
と
住
民
本
位
の
行
政
運
営

の
確
立
」
を
基
本
理
念
に
、
次
の
基
本
方

針
を
定
め
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。

①
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　�

町
の
役
割
や
事
業
の
進
め
方
な
ど
を
、

住
民
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
な
ど
で
改

め
て
見
直
す
。
ま
た
、
地
域
の
担
い
手

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
役
割
分
担
の

も
と
で
「
自
助
」｢

共
助｣

「
公
助
」
の

考
え
方
を
基
本
に
、
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
。

②�

住
民
満
足
度
の
高
い
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

　�

住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題
を
的
確
に

把
握
し
、
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
選
択
と
集
中
を
行
っ
て
、
住
民
満
足

度
の
高
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
。

③�

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
経
営
体
へ
の

転
換
と
推
進

　�

改
革
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
職
員
の

強
い
意
識
改
革
と
組
織
の
柔
軟
な
機
構

改
革
を
図
る
。
既
成
の
枠
組
み
や
前
例

踏
襲
に
捉
わ
れ
ず
、
限
ら
れ
た
経
営
資

源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
）
で

最
大
の
行
政
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

ス
リ
ム
で
効
率
的
、
柔
軟
な
行
政
経
営

体
へ
の
転
換
と
推
進
を
目
指
す
。

推
進
期
間

平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
の
５
カ
年
。

推
進
体
制

庁
内
の
行
財
政
改
善
本
部
を
中
心
に
、
全

庁
的
な
体
制
で
取
り
組
む
。

推
進
状
況
な
ど
の
公
表

町
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

じ
て
公
表
し
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
み

事
務
・
事
業
の
再
編
、
整
理
、
廃
止
、
統

合①
事
務
事
業
外
部
評
価
の
実
施

　�

町
の
行
財
政
状
況
を
住
民
と
共
有
し
、

町
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
あ
り
方
を
住

民
の
視
点
か
ら
整
理
・
検
討
す
る
こ
と

で
、
行
財
政
の
健
全
化
と
住
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
事

務
事
業
外
部
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

②
委
託
業
務
の
見
直
し

　�

委
託
業
務
の
委
託
手
法
や
委
託
先
を
見

直
し
、
経
費
の
削
減
や
地
域
に
還
元
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

③
団
体
補
助
金
の
見
直
し

　�

町
の
外
郭
団
体
な
ど
の
運
営
方
法
の
見

直
し
に
よ
る
補
助
金
の
あ
り
方
を
検
討

し
ま
す
。

民
間
委
託
等
の
推
進

　
事
業
の
民
間
委
託
に
と
ど
ま
ら
ず
、
指

定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
１
）
な
ど
従

来
は
行
政
が
直
接
行
っ
て
い
た
事
業
へ
新

た
に
民
間
事
業
者
が
参
入
す
る
手
法
が
始

ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団

体
な
ど
事
業
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
も
幅

広
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
官
民
が
一

緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
で
効
率
的
で
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
事
業
に
は
、
積
極
的
に
指
定
管
理
者

制
度
な
ど
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　
現
在
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー

ジ
（
表
２
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
公

　

共
事
業
を
実
施
す
る
手
法

①
民
間
委
託
の
推
進

　�

ゴ
ミ
収
集
業
務
、
学
校
給
食
調
理
業
務

な
ど
の
委
託
化
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
に
行
政
が

責
任
を
持
ち
、
委
託
可
能
な
分
野
を
さ

ら
に
検
討
し
ま
す
。

②
指
定
管
理
者
制
度
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　�

平
成
18
年
度
か
ら
な
ご
み
の
郷
、
平
成

19
年
度
か
ら
長
寿
苑
に
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
事
業
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の

導
入
を
検
討
し
ま
す
。

人
事
管
理

　
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
活
用
し
、

職
員
の
意
識
改
革
と
柔
軟
な
組
織
運
営
を

実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
取
り
組

み
ま
す
。

①�

日
常
の
業
務
管
理
を
通
じ
て
職
員
の
能

力
、
適
性
を
把
握
す
る
。
そ
れ
を
基
に

適
材
適
所
な
配
置
を
行
い
、
職
員
の
持

て
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
。

②�

職
員
研
修
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
直
し
、
法

務
、
財
政
、
接
遇
な
ど
の
基
礎
的
な
知

識
習
得
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
る
。

給
与
の
適
正
化

①
給
料

　�

給
料
に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
（
※
２
）
１
０
０
未
満
で
の
水
準
維
持

に
努
め
ま
す
。（
表
３
）

（
※
２
）
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員

　

の
給
与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
町
職
員
の

　

給
与
水
準
を
示
す
指
数
の
こ
と

②
手
当

　
ア
：
地
域
手
当

　
　�

地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
定

す
る
支
給
率
３
％
に
向
け
た
引
き
下

げ
に
努
め
ま
す
。（
表
４
）

　
　
※�

国
の
指
定
で
は
、
同
一
の
生
活
圏

内
に
あ
る
乙
訓
地
域
に
お
け
る
支

給
率
は
向
日
市
３
％
、
長
岡
京
市

12
％
、
大
山
崎
町
３
％

　
イ
：
そ
の
他
の
手
当

　
　�

国
と
同
等
の
支
給
基
準
を
原
則
と

し
、
お
お
む
ね
準
拠
し
て
い
ま
す

が
、
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
国
と

同
じ
に
な
る
よ
う
に
見
直
し
て
い
き

ま
す
。

経
費
削
減
な
ど
に
よ
る
財
政
運
営
の
確
保

①
事
務
経
費
の
削
減

②
光
熱
水
費
な
ど
の
削
減

　�

そ
の
ほ
か
、
公
用
車
の
更
新
を
す
る
際

に
は
、
エ
コ
カ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま

す
。

町
の
遊
休
地
な
ど
の
売
却
や
資
産
の
有
効

活
用

①
旧
庁
舎
敷
地
の
処
分
（
平
成
24
年
～
）

　�

旧
庁
舎
建
物
の
解
体
、
撤
去
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
町
が
必
要
と
す
る
事
業

所
を
誘
致
し
ま
す
。

②
未
利
用
地
の
売
却

③�

老
朽
化
施
設
の
更
新
、
改
修
に
よ
る
活

用
（
表
５
）

④�

乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
用
地
取
得
費

支
払
い
の
完
了
（
～
平
成
25
年
）

　�

庁
舎
用
地
分
の
支
払
を
計
画
に
沿
っ
て

完
了
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化�

①
町
税
の
見
直
し

　�

道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
な
ど
の
施
設

整
備
の
財
源
と
な
る
都
市
計
画
税
の
導

入
や
、
固
定
資
産
税
の
税
率
改
正
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。

②
保
育
料
の
見
直
し

③
学
童
保
育
保
護
者
協
力
金
の
見
直
し

※�

②
③
に
つ
い
て
は
、
経
費
に
見
合
っ
た

負
担
の
適
正
化
に
努
め
ま
す

情
報
共
有
の
ま
ち
づ
く
り

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
と

行
政
事
務
の
効
率
化
で
情
報
収
集
、
意
思

決
定
の
迅
速
化
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

窓
口
業
務
や
施
設
管
理
に
つ
い
て
利
用
者

の
視
点
で
見
直
し「
使
い
や
す
さ
」や「
分

か
り
や
す
さ
」
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

①�

大
山
崎
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
積
極

的
な
利
用

　�

誌
面
の
制
約
が
な
い
こ
と
を
有
効
に
活

用
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
町
広
報
誌

を
上
回
る
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
即
時
性
を
生
か
し
た

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
情
報
発
信
を
広

く
行
う
と
と
も
に
、
広
聴
に
利
用
し
ま

す
。

②�

京
都
府
・
市
町
村
共
同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
有
効
利
用

　�

公
共
施
設
案
内
予
約
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
活
用

で
公
共
施
設
の
有
効
利
用
と
、
防
災
・

災
害
時
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
改
定

　
本
プ
ラ
ン
の
推
進
期
間
中
に
お
い
て

も
、
決
算
処
理
を
行
う
時
期
に
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
な
ど
を
検
証
し
た
う
え
で
、
必

要
に
応
じ
て
プ
ラ
ン
そ
の
も
の
を
見
直

し
、
結
果
を
次
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

説
明
会
の
開
催

　
今
後
は
町
内
の
各
地
域
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
行
う
予
定

で
す
。

（表２）　平成23年４月１日現在の指定管理者制度導入施設
公募により

指定管理者を選定
公募によらず

指定管理者を選定
指定管理者制度の導入が

考えられる施設

なし なごみの郷
長寿苑

大山崎町体育館
大山崎ふるさとセンター
駅前駐車場
歴史資料館

（表３）　ラスパイレス指数の状況
年度 平成₁₇年 平成₁₈年 平成₁₉年 平成₂₀年 平成₂₁年 平成₂₂年 平成₂₃年

指数 ₉₅．₁ ₉₄．₇ ₉₂．₀ ₉₂．₅ ₉₃．₃ ₉₆．₄ ₉₇．₉

（表４）　地域手当の状況
年度 平成₁₇年 平成₁₈年 平成₁₉年 平成₂₀年 平成₂₁年 平成₂₂年 平成₂₃年

支給率 ９% ７% ７% ７% ７% ５% ５%

※平成17年度は調整手当

（表５）　主な公共施設とその経過年数（昭和建築・築年数順）
中央公民館（本館） 昭和₄₈年３月 築₃₉年

第２保育所 昭和₄₈年３月 築₃₉年

第３保育所 昭和₅₁年３月 築₃₆年

老人福祉センター 昭和₅₄年３月 築₃₃年

大山崎町保育所 昭和₅₇年６月 築₃₀年

中央公民館（別館） 昭和₅₈年３月 築₂₉年

保健センター 昭和₆₀年３月 築₂₇年

町体育館 昭和₆₁年₁₀月 築₂₆年

（小・中学校は除く）

　特集　おわり
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学年・学校を超えた繋がりを育てよう！

学年・学校を超えた繋がりを育てよう！

みんなの頼れるリ
ーダー になろう！

さまざまな年齢の子どもたちが自然体験活動、スポーツ、
レクリエーション活動などを通じて、自主性や社会性、

思いやりの心を養うジュニア・リーダー。そんなジュニア・リー
ダーを養成するための講習会を開催します。

養成講習会では年齢の垣根を取り払い、小学４年生～中学
３年生の子どもたちが一緒に２泊３日の夏キャンプなど

いろいろな活動に取り組みます。異なる年齢の友だちとの付き
合いは子どもたちの豊かな成長を促し、地域や集団のリーダー
を育てていきます。

養成講習会の指導、協力はジュニア・リーダーＯＢ・ＯＧ
の高校生、大学生などで構成される青年リーダー「ゆう

やけ」が行います。青年リーダーの活動は35年以上の実績が
あり、子どもたちは適切なサポートのもと、安心して活動でき
ます。

対象＝小学４年生
～中学３年生

定員＝₅₀人程度

参加費＝年₈,₀₀₀
円程度

※�保険料、食費
、施設利用料な

どは活動時に

徴収します

申込方法＝生涯
学習課（役場２

階₂₄番窓口）

に下記のものを
持参し、申込み

手続きをして

ください。

持物＝①保険証
のコピー２枚（

新規受講生の

み）　②保険料₈
₀₀円（１年分）　

③捺印済み

の申込書

申込期間＝４月₁
₆日⺼～ ₂₇日㊎

ジュニア・リー
ダー養成講習

会受講生を募
集

夏キャンプでは、岡山県の国立吉備青少年自然の家
でカッター講習をしました♪

自分たちで火をおこします

料理講習会！

オールを立てて、さぁ出発！

クリスマス会でのキャンドルサービス

夏キャンプでの集合写真。ハイ、チーズ☆

み）　②保険料₈
₀₀円（１年分）　

③捺印済み

青年リーダー「 ゆうやけ」 のお兄さん、お姉さん。優しく指導してくれます♪

問・申込先＝生涯学習課
　　☎956－2101（内223）

平成24年度の主な活動予定は次の通りです。※変更する場合もあります

主な活動内容
５月 開講式
６月 飯ごう炊さん
７月 キャンプ事前研修（２回）夏季キャンプ（２泊３日）
８月
９月 料理講習会
11月 スポーツ活動
12月 クリスマス会
２月 お楽しみ行事
３月 春季キャンプ（１泊２日）閉講式
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税
金
の
納
付
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

コ
ン
ビ
ニ
で
税
金
を
納
付
で
き
ま
す
！

　
改
正
点
は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

３
年
の
間
に
順
次
、
体
制
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

主
な
改
正
点

�

相
談
支
援
の
充
実

①
相
談
支
援
体
制
の
強
化

　
▼�

市
町
村
に
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
任
意
で
設
置

　
▼�

法
律
上
で
、「
自
立
支
援
協
議

会
」
と
い
う
名
称
を
定
義

　
▼�

地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支

援
の
個
別
給
付
化

②
支
給
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

　
▼�

専
門
員
が
作
っ
た
サ
ー
ビ
ス
利

用
計
画
案
を
参
考
に
す
る

　
▼�

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
作
成
す

る
対
象
者
を
大
幅
に
拡
大

�

障
害
児
支
援
の
強
化

①�

児
童
福
祉
法
を
基
本
に
、
身
近
な

地
域
で
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る

　
▼�

障
害
種
別
な
ど
で
分
か
れ
て
い

る
施
設
を
一
元
化

　
▼�

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
を

都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
行

②�

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
保
育

所
等
訪
問
支
援
を
創
設

③
在
園
期
間
延
長
措
置
の
見
直
し

　
※�

18
歳
以
上
の
入
所
者
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で
対

応
す
る

�

問
＝�

福
祉
課
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
２
）

納
付
に
関
す
る
注
意
事
項

　
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場

合
は
、
町
役
場
や
納
付
書
裏
面
に
記

載
さ
れ
て
い
る
各
金
融
機
関
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

そ
の
ほ
か
不
明
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
右
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
窓

口
ま
で
税
金
を
納
付
に
行
く
必
要
が

な
く
、
納
付
忘
れ
も
起
こ
り
ま
せ

ん
。
手
続
き
は
取
扱
金
融
機
関
へ
預

金
通
帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
依
頼
書
は
、
管
内
の
取
扱
金

融
機
関
（
▼
京
都
銀
行
▼
近
畿
労
働

金
庫
▼
み
ず
ほ
銀
行
▼
京
都
信
用
金

庫
▼
京
都
中
央
信
用
金
庫
▼
京
都
中

央
農
業
協
同
組
合
▼
り
そ
な
銀
行
▼

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）に
置
い
て
い
ま
す
。

遠
方
の
方
や
金
融
機
関
に
依
頼
書
が

な
い
場
合
は
、
町
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

平成24年４月１日日に法律が変わります！

障害者自立支援法・児童福祉法の一部改正

問
＝
税
財
政
課
収
納
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
４
１
）

税
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
を
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す
！

問
・
と
こ
ろ
＝
税
財
政
課
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
４
３
）

　
自
分
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
を

比
較
し
、
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
可
能
な
方

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
に
所
在

す
る
土
地
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
代
理
人
含
む
）

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
に
所
在

す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
代
理
人
含
む
）

縦
覧
対
象

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
の
課
税

対
象
土
地
の
▼
所
在
▼
地
番
▼
地
目
▼

地
積
▼
価
格

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内
の
課
税

対
象
家
屋
の
▼
所
在
▼
家
屋
番
号
▼
種

類
▼
構
造
▼
床
面
積
▼
建
築
年
▼
価
格

※
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
や
税
額
な
ど
は

対
象
外

審
査
申
出
期
間

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格
を
登
録
し

た
旨
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で
。

縦
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　
縦
覧
で
き
る
方
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課
税
明

細
書
（
平
成
23
年
度
分
で
も
可
）、
運
転

免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
で
来
ら
れ
る
方
は
委
任
状
が
必
要

で
す

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
し
、
課
税

内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
有
償
で
土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い

る
方
や
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
の
あ

る
方
も
、
対
象
資
産
を
限
定
し
て
閲
覧
で

き
ま
す
。

閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　
納
税
義
務
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課

税
明
細
書
（
平
成
23
年
度
分
で
も
可
）、

運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、納
税
義
務
者
以
外
で
左
表
の「
閲

覧
可
能
な
方
」
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ

ら
を
証
す
る
も
の
（
借
地
・
借
家
人
が
閲

覧
す
る
場
合
は
権
利
関
係
を
示
す
書
面
な

ど
。
管
理
人
な
ど
が
閲
覧
す
る
場
合
は
裁

判
所
に
よ
る
選
任
書
な
ど
）
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

代
理
で
来
ら
れ
る
方
は
委
任
状
が
必
要

で
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

4
月
2
日
⺼
～
5
月
31
日
㊍ 

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時︵
昼
休
み
を
除
く
︶

閲
覧
可
能
な
方

閲
覧
対
象

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

当
該
納
税
義
務
に
係
る
固
定
資
産

土
地
に
つ
い
て
、
貸
借
権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
）

の
所
有
者

当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
土
地

家
屋
に
つ
い
て
、
貸
借
権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
）

の
所
有
者

当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
家
屋
お
よ
び
そ

の
敷
地
で
あ
る
土
地

固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
を
有
す
る
一
定
の
方

当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
固
定
資
産

納
付
で
き
る
税
金

▼
町
府
民
税
（
普
通
徴
収
）
▼
固
定

資
産
税
▼
軽
自
動
車
税
▼
国
民
健
康

保
険
税

納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
五
十
音
順
）

○
大
山
崎
町
内
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

　�

▼
く
ら
し
ハ
ウ
ス
▼
サ
ー
ク
ル
Ｋ

▼
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
▼
デ
イ
リ

ー
ヤ
マ
ザ
キ
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
▼
ロ
ー
ソ
ン

○
大
山
崎
町
に
は
な
い
コ
ン
ビ
ニ

　�

▼
エ
ブ
リ
ワ
ン
▼
コ
コ
ス
ト
ア
▼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
▼
サ
ン

ク
ス
▼
ス
パ
ー
北
海
道
▼
ス
リ
ー

エ
イ
ト
▼
ス
リ
ー
エ
フ
▼
生
活
彩

家
▼
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
▼
セ
ー
ブ

オ
ン
▼
タ
イ
エ
ー
▼
ハ
セ
ガ
ワ
ス

ト
ア
▼
ポ
プ
ラ
▼
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

▼
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー

▼
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ

　
※�

そ
の
ほ
か
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
（
公
共

料
金
収
納
端
末
）
設
置
店
で
も

納
付
で
き
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
注
意
点

①�

納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
す
る
た
め
の
バ
ー
コ
ー

ド
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る

状
態
で
あ
る
。

②
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
な
い
。

③
小
切
手
に
よ
る
納
付
で
な
い
。

④
納
付
額
が
30
万
円
以
下
で
あ
る
。

⑤
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

　
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
町
が
発
行
す
る
税
金
の
納
付
書

を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
税
金
を
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
ど
お
り
▼
町
役
場
▼

各
金
融
機
関
▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も
納
付
で
き
ま
す
。
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国
保・後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
費
用
を
助
成

国
保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
費
用
を
助
成

対
象
＝
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
う
ち
、
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

○
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
に
引
き

続
き
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る

○
国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
到
来
分

ま
で
完
納
し
て
い
る

○
受
診
日
現
在
、
満
30
歳
以
上
で
入

院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い

○
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
お
い
て

は
、
同
一
年
度
内
に「
特
定
健
康

診
査
」「
長
寿
健
康
診
査
」「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
人
間
ド
ッ
ク
」

を
受
診
し
て
い
な
い（
し
な
い
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク 

費
用
を
助
成

注
意
！
＝
脳
ド
ッ
ク
は
助
成
対
象
外

対
象
＝
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
の
う
ち
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

○
大
山
崎
町
に
６
カ
月
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
期

到
来
分
ま
で
完
納
し
て
い
る

○
受
診
日
現
在
、
入
院
し
て
い
な
い

○
同
一
年
度
内
に「
特
定
健
康
診
査
」

「
長
寿
健
康
診
査
」「
国
民
健
康
保

険
の
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
診
し
て

い
な
い
（
し
な
い
）

（
い
ず
れ
も
）

助
成
回
数
＝
１
年
度
１
回

自
己
負
担
額
な
ど
＝
総
費
用
の
３
割

相
当
額
（
下
表
参
照
）。
残
り
の
７

割
相
当
額
を
町
が
助
成
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は

脳
ド
ッ
ク
が
助
成
対
象
外
に
な
り

ま
す

�

申
請
方
法
＝�

事
前
に
印
鑑
と
被
保
険

者
証
を
左
記
ま
で
持
参
し
申
込
み
。

※�

お
渡
し
す
る
健
診
利
用
券
は
、
受

診
当
日
、
医
療
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

�

問
・
申
請
先
＝�

町
民
健
康
課
高
齢
者

福
祉
・
保
険
医
療
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
１
２
１
・
１
２
６
）

京都桂病院 済生会京都府病院 蘇生会総合病院 御池クリニック・
四条烏丸クリニック 京都工場保健会 京都市立病院

人間ドック
（男性） 11,340円 12,600円 10,500円 11,970円 11,340円 11,970円

人間ドック
（女性） 12,285円 13,620円 11,400円 12,915円 12,600円 13,230円

脳ドック 14,175円 11,025円 9,900円 14,175円 9,450円 15,750円

　
大
切
な
の
は
「
伝
え
る
」
こ
と
。

あ
な
た
も
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
手
話
を
習
う
方
向
け
の
講

座
で
す
。
ろ
う
者
の
生
き
た
手
話
に

ふ
れ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※�

参
加
無
料
で
す
が
、
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
，
２
０
０
円
が
必
要
で
す

と
き
＝
５
月
11
日
～
８
月
３
日

毎
週
金
午
後
７
時
～
９
時

（
全
12
回
、
６
月
８
日
は
休
み
）

�

と
こ
ろ
＝�

中
央
公
民
館

�

内
容
＝�

手
話
で
の
日
常
会
話
と
聴
覚

障
害
者
の
く
ら
し
の
学
習

�

対
象
＝�

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

中
学
生
以
上
の
方

※
保
育
有

�

定
員
＝�

20
人

�

指
導
＝�

乙
訓
ろ
う
あ
協
会
、
乙
訓
手

話
サ
ー
ク
ル
で
ん
で
ん
虫
会
員

�

申
込
方
法
＝�

４
月
26
日
木
ま
で
に
▼

電
話
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
▼
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
▼
住
所
▼
氏
名
▼
年
齢
▼

連
絡
先
（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
▼

受
講
動
機
を
左
記
ま
で
。

�

問
・
申
込
先
＝�

福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
２
）

９
５
７
―
４
１
６
１

fukushi@tow
n.oyam

azaki.lg.jp

手話でコミュニケーション！

手話教室受講者の募集

�【助成対象となる医療機関／自己負担額】

※�蘇生会総合病院で、人間ドックと脳ドックを同日受診する場合は、脳ドックの自己負担額が6,000円になります
※�御池クリニックおよび四条烏丸クリニックで、人間ドックと脳ドックを同日受診する場合は、脳ドックの自己負担額が8,505円になります
※�京都市立病院で、人間ドックと脳ドックを同日受診する場合は、脳ドックの自己負担額が9,795円になります

おはよう

１
月
14
日
土・15
日
日
に
実
施

事
務
事
業
外
部
評
価
を
行
い
ま
し
た

問
＝
総
務
課
自
治
政
策
係
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
８
０
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
深
尾
昌
峰

准
教
授
（
龍
谷
大
学
）、
学
識
経
験

者
や
公
募
で
選
ば
れ
た
町
民
の
方
を

合
せ
た
４
人
の
評
価
員
に
、
町
が
選

定
し
た
11
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の

必
要
性
や
実
施
手
法
な
ど
を
町
民
目

線
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
で
出
た
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成
24
年
度
以
降
の
町
の
取
組
方
向

を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
評
価
実

施
に
あ
た
っ
て
の
事
業
の
選
定
方

法
、
実
施
方
法
な
ど
の
課
題
は
、
次

回
の
外
部
評
価
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

※�

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す

事
　
業
　
名

概
　
　
　
要

意
　
　
　
見

今
後
の
取
組

1

資
源
ご
み
分
別
収
集
指
導
員
配
置
事
業

指
導
員
配
置
（
委
託
事
業
）
の
必
要
性
と
自
治
会

や
環
境
美
化
推
進
員
な
ど
と
の
協
働
に
つ
い
て
。

現
状
は
必
要
だ
が
、
指
導
員
が
い
な
く
て
も
よ
い
状

況
を
計
画
的
に
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
部
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
住
民
に
よ
る
分
別
指
導
の
実

施
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
行
え
る
よ
う
、
平
成
24
年
度
中

に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

2

①
水
稲
病
害
虫
防
除
事
業

②
品
種
改
良
事
業

農
薬
購
入
費
お
よ
び
種
子
購
入
費
の
補
助
事
業
の

継
続
に
つ
い
て
。

農
家
の
ニ
ー
ズ
や
何
が
農
業
振
興
な
ど
に
繋
が
っ
て

い
く
の
か
を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
原
則
継
続
し
ま
す
。

②�

関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
継
続
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

3

一
般
公
園
管
理
事
業
（
土
地
借
り
上
げ
運
営
）

借
地
で
あ
る
３
カ
所
の
公
園
を
、
今
後
も
賃
借
料

を
払
っ
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
。

借
り
方
の
工
夫
や
よ
り
良
い
場
所
が
あ
れ
ば
、
移
転

を
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

代
替
地
で
公
園
整
備
し
た
場
合
の
検
討
や
賃
借
料
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
す
。

4

小
・
中
学
校
修
学
旅
行
補
助
事
業

近
隣
市
町
に
比
べ
て
補
助
率
が
高
い
中
で
の
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
。

補
助
を
止
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
ほ
か
の
施
策
に
移
す
こ
と
も
必
要
。

小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
、
補
助
金
額
と
方
法
を
見
直
す

方
向
で
す
。

5

小
学
校
卒
業
記
念
品
支
給
事
業

事
業
の
継
続
に
つ
い
て
。

時
代
の
変
化
に
よ
り
内
容
の
工
夫
が
必
要
。

学
校
関
係
者
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

6

大
山
崎
町
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
管
理
運

営
事
業

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
形
態
や
機
器
更
新
の
費
用
、

利
用
者
の
減
少
な
ど
を
勘
案
し
た
中
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
継
続
に
つ
い
て
。

機
器
更
新
は
見
送
る
こ
と
で
合
意
が
で
き
る
。

機
器
の
更
新
は
行
わ
ず
に
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
廃
止
し
、

倉
庫
な
ど
に
活
用
す
る
方
向
で
す
。

7

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者
の
増
加
に
よ
る
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
の
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
。

現
金
支
給
は
見
直
し
た
方
が
よ
い
が
、
介
護
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
べ
き

で
あ
る
。

現
行
ど
お
り
実
施
し
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
中
に
見
直
し

の
協
議
を
行
い
ま
す
。

8

児
童
育
成
支
援
手
当
支
給
事
業

ほ
か
の
給
付
事
業
と
の
関
連
の
中
で
の
本
町
独
自

の
手
当
支
給
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
現
金
支
給
に
つ
い
て

は
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

現
行
ど
お
り
実
施
し
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
中
に
見
直
し

の
協
議
を
行
い
ま
す
。

9

民
間
心
身
障
害
者
福
祉
施
設
運
営
補
助
事
業

法
人
施
設
の
運
営
状
況
や
国
・
府
の
動
向
を
踏
ま

え
た
中
で
の
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

現
行
の
ま
ま
対
応
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

現
行
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

10

歴
史
街
道
推
進
協
議
会
参
画
事
業

団
体
会
員
の
継
続
に
つ
い
て
。

広
域
的
な
施
策
と
し
て
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

連
携
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

11

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
山
崎
町
推
進
協
議
会
事
業

協
議
会
の
将
来
性
と
補
助
金
支
出
の
あ
り
方
に
つ

い
て
。

町
民
の
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、
発
展
的
に
事
業
を

転
換
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

実
施
内
容
を
協
議
し
、
全
町
的
な
事
業
と
し
て
見
直
し
を

検
討
し
ま
す
。

【
主
な
内
容
】
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□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Relax
中央公民館図書室だより

４
月
７
日
土
か
ら
入
会
申
込
受
付
開
始

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
会
員
を
募
集

問
・
申
込
＝
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
事
務
局
（
町
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
９
５
６
―
０
５
６
７

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

と
き
／
と
こ
ろ

５
月
・
７
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月
／
大

山
崎
小
学
校

４
月
・
６
月
・
９
月
・
11
月
・
１
月
・
３

月
／
第
二
大
山
崎
小
学
校

毎
月
１
回
／
町
体
育
館

い
ず
れ
も
圡
午
後
６
時
～
８
時

※�

８
月
は
夏
休
み
の
た
め
開
催
し
ま
せ
ん

参
加
費
＝
小
学
生
１
０
０
円
、
中
学
生
以

上
２
０
０
円

※�

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
お
お
や
ま
ざ
き
会
員

の
方
は
会
員
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

内
容
＝
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

※
会
場
に
よ
っ
て
種
目
が
異
な
り
ま
す

※
申
込
不
要
、
当
日
会
場
で
受
付

︻
４
月
の
開
催
予
定
︼

と
き
／
と
こ
ろ

４
月
14
日
圡
／
第
二
大
山
崎
小
学
校

４
月
21
日
圡
／
町
体
育
館

い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
８
時

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室

わ
く
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ

わ
く
わ
く

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

と
き
＝
４
月
22
日
㊐

※�

詳
細
は
４
月
初
旬
に
チ
ラ
シ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

入
会
す
る
に
は
？

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

申
込
方
法
＝
⺼
を
除
く
午
前
10
時
～
午

後
４
時
に
、
申
込
用
紙
（
町
体
育
館
に

置
い
て
い
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
会
費
を
添
え
て
右
記
申
込
先

ま
で
。

　

種
　
目

開
催
場
所

1
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

町
体
育
館

2
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

3
新
体
操

4
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

桂
川
河
川
敷
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

5
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
山
崎
小
学
校

6
剣
道

7
野
球

8
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
二
大
山
崎
小
学
校

9
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
山
崎
中
学
校

10
卓
球

西
乙
訓
高
等
学
校

11
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

町
体
育
館

12
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
山
崎
小
学
校

13
テ
ニ
ス
（
硬
式
）

岩
崎
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種
　
目

開
催
日
（
予
定
）

ハ
イ
キ
ン
グ

　
４
月
22
日
㊐

カ
ヌ
ー

　
８
月
４
日
圡
・

　
　
　
５
日
㊐

ハ
イ
キ
ン
グ

　
11
月
18
日
㊐

わ
く
わ
く

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
平
成
25
年

　
　
２
月
23
日
圡

※
大
人
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
11
月
に
開
催
予
定

※
開
催
日
や
開
催
場
所
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

※
各
種
目
と
も
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

※
詳
細
は
募
集
要
項
（
町
体
育
館
に
置
い
て
い
ま
す
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
開
催
期
間
・
種
目
・
場
所
・

日
時
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

※
１
～
10
の
種
目
は
小
・
中
学
生
対
象
、
11
～
13
の
種
目

は
成
人
対
象
、
６
・
11
の
種
目
は
親
子
で
参
加
可

※
各
種
目
と
も
定
員
20
人
（
先
着
順
）。
た
だ
し
、
希
望

者
が
５
人
以
下
の
種
目
は
開
催
で
き
な
い
場
合
あ
り

※
１
人
２
教
室
ま
で
参
加
可

会 費 幼児
（３歳以上小学生未満） 小学生 中学生以上 ファミリー 備考

入会金 500円 500円 500円 500円 パスポートケースなど

年会費 3,000円 5,000円 6,000円 5,000円×人数 ファミリー会員は
５人目から無料

サタデーナイト
参加料金 　　 100円 200円 　　 会員無料

※各種イベントの参加費はその都度設定
※幼児、小・中学生は、スポーツ安全保険に加入するため別途800円必要
※�平成23年度会員の方に限り継続割引あり。個人会員は1,000円引き（幼児2,000円、小学生4,000円、中学生以上5,000円）、
４人以上のファミリー会員は5,000円引き（15,000円）

４月26日木４月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

☎957－1421図書室
（公民館内）

　２カ月続けてお届けしているベス
トリーダー。今月は2011年１月～
12月の間でたくさん借りられた、
一般書の紹介です。
　一般書と児童書をあわせて比べて
みると、去年一番多く借りられてい
たのは、映画にもなった有川浩さん
の「阪急電車」でした。

ベストリーダーは

コレだ!

　　　「阪急電車」

　　　「１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１」

　　　「神様のカルテ」

有川浩／著　幻冬舎
　征志、宝塚駅、運命の女性に出会う。時江、逆瀬川駅、犬を
飼おうと思う…。恋の始まり、別れの兆し、そして途中下車。
電車から始まる、それぞれの物語。

村上春樹／著　新潮社
　月が２つある世界に紛れ込んだ青豆と、小説家志願だが１冊
も本を出版していない天吾。それぞれがある宗教団体に接触し
ていくことで、物語が動き出す。

夏川草介／著　小学館
　栗原一止は信州の「24時間、365日対応」の小さな病院で働
く内科医。あるとき母校の大学病院から誘いの声がかかる。現
役医師が書いた、心を温かくする物語。

第４位「ばんば憑き」� 宮部みゆき／著　角川書店
第５位「１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３」� 村上春樹／著　新潮社

2011

1

2

2

あ
な
た
も
一緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

﹁
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹂か
ら
の
お
知
ら
せ

　
大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
は
、
毎
日
小
さ
な

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
交
流

し
、
子
育
て
の
悩
み
や
喜
び
を
語
り

あ
う
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
毎
月
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
し
て
い
ま
す
。

※�

利
用
無
料
。
催
し
に
よ
っ
て
は
持

ち
物
が
必
要
で
す

�

開
所
日
＝�

毎
週
㊋
～
金
（
中
央
公
民

館
休
館
日
を
除
く
）

�

開
所
時
間
＝�

午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

※
開
所
時
間
内
の
出
入
り
自
由

�

と
こ
ろ
＝�

中
央
公
民
館
内
「
ゆ
め
ほ

っ
ぺ
」（
看
板
が
目
印
で
す
）

�

対
象
＝�

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

※�

お
父
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎

４
月
の
催
し

�

と
き
／
内
容

４�

月
３
日
㊋
午
後
１
時
30
分
～
２
時

／
童
謡
を
覚
え
よ
う

４�

月
10
日
㊋
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
／
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
鯉

利
用
者
の
声

（
お
子
さ
ん
が
１
歳
９
カ
月
の
お
母
さ
ん
）

　
子
ど
も
が
３
カ
月
の
頃
く
ら
い

か
ら
ほ
ぼ
毎
日
通
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
知
り
合
い
も
い
な
く
て
、

扉
を
開
け
る
の
が
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
で
も
、
明
る
く
温
か
い

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
迎
え
ら
れ

て
、
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
で
地
元
の
友
だ

ち
も
で
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
私
た
ち
親
子
に
と
っ
て

居
心
地
良
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
あ
な
た
も
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の

扉
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

を
作
ろ
う

４�

月
18
日
氺
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
／
ヨ
ガ
で
心
も
体
も
い
い
気

持
ち

�

　
持
物
＝�

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶

４�

月
26
日
木
正
午
～
午
後
１
時
／
み

ん
な
で
楽
し
く
ラ
ン
チ

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
９
）


